
　　イ．竣工写真　（指定アルバム）　　　　　　　　　　　　２部　

１ ． 共 通 事 項

本工事の仕様は、特記仕様書に記載してある事項の他は全て、下記による。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）《最新版》」（以下、改修標仕）

（２）質疑

設計図書の内容に相違ある場合は現場説明事項、特記仕様書、共通仕様書、設計図書の順で解釈し、構造図

は断面リストを優先する。その他の場合は監理技師又はその代理人（以下、係員という。）の指示による。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）《最新版》」（以下、標仕）

（１）共通仕様

（３）特記仕様

項目は、番号に　　印が付いたものを適用する。

選択する事項は ・ 印の付いたものを適用する。 ・ 印が付かない場合は ※ 印の付いたものを適用する。

 ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

特記事項に記載の[ . . .]内表示番号は、標仕の該当項目、該当図又は該当表を示す。

（５）施工計画書 [1.2.2]

また、設備工事との取り合いがある場合は、設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出し、

[1.2.3]

[1.5.9]

工事終了後建物引渡し前に，下記に指定する居室の「ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物」の測定を行い

（６）施工図等

（７）化学物質の濃度測定

測定物質：ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、パラジクロロベンゼン、エチルベンゼン、スチレン、クロルピリホス、

測定場所：

　　　　　フェノブカルブ

　　　　　フタル酸ジ-n-ブチル、テトラデカン、フタル酸ジ-2-エチルヘキシル、ダイアジノン、アセトアルデヒド、

Ａ．契約後１０日以内

Ｂ．工事期間中

　　イ．工事請負契約書の写し　　　　　　　　　　　　　　　１部

　　イ．工事日報　（毎月まとめ）　　　　　　　　　　　　　１部

　　ハ．各試験結果報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　１部

　　ニ．工事写真　（サービス版）　　　　　　　　　　　　　１部

Ｃ．工事完成時

（４）提出書類　　※下記は参考であり、詳細は発注者の指示に拠る。

　　　　・工事着手前の敷地、既設及び隣接建物・工作物の状況、工事進捗状況（随時）

　　　　・撮影箇所、撮影手法、カット数は係員の指示による。

　　　　・撮影は建築写真専門の撮影業者で係員の承諾を受けた者とする。

　　ホ．竣工図　（Ａ２版・施工図製本）　　　　　　　　　　１部

　　ヘ．工事書類　（ＣＤ－Ｒに焼付）　　　　　　　　　　　１式

　　チ．その他監理者が求める書類　　　　　　　　　　　　　１式

　　　　（形式；ＴＩＦ，解像度；３００ｄｐｉ）

　　ト．施工図　（ＣＤ－Ｒに焼付）　　　　　　　　　　　　１式

測定方法：　※パッシブ採取　・アクティブ採取

報告書を提出する。

係員の承諾を受ける。

　　　　・アルバム以外に全カットをデジタルデータとしてＣＤ－Ｒに焼き付け、提出する。

　　　　・上記書類を含む、工事に際し提出した書類等を収録する。（形式；ＤＯＣ・ＸＬＳ）

　　　　・工事に際し承認した図面を収録する。（形式；ＪＷＷ・ＤＸＦ）

施工計画書は、工事の施工に先立ち作成し、係員の承諾をもって施工を実施する。

尚、提出する施工計画書の種別については事前に係員と協議をして作成する。

施工図等は、工事の施工に先立ち作成し、係員の承諾をもって作製、施工等を実施する。

（８）週休２日対象工事

本工事は、週休２日工事の対象工事とし、受注者は、総合施工計画書にその旨を記載すること。

２ ． 仮 設 工 事

（１）敷地測量 [2.2.1]

（２）家屋調査

着工前及び工事完了後に、近隣住宅の家屋調査を行い、報告書を提出する事。調査項目は建物・工作物の、

傾き及びクラックとする。工事中に発生したものについては、補修工事を行う事。

[2.2.4]（３）仮設物

事前に仮設施工図を作成し、係員の承諾を得る事。

係員用の現場事務所　・設ける　・設けない

標仕による。

　　ロ．工事着工届、主任技術者届、現場代理人届　　　　　　１部

　　ハ．工事費内訳明細書、工程表、仮設計画書　　　　　　　１部

　　二．下請人名簿　（決定次第提出）　　　　　　　　　　　１部

　　ロ．月間工程表、週間工程表　　　　　　　　　　　　　　１部

　　ホ．工事進捗状況報告書　　　　　　　　　　　　　　　　１部

　　ヘ．工事打合記録　（議事録）　　　　　　　　　　　　　１部

　　ロ．竣工届　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部

　　ハ．使用機器の取扱説明書・保証書　　　　　　　　　　　１部

　　ニ．協力業者リスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部

仮囲い等は仮設計画図又は監督員の指示による。

内部足場　・設置する　( ※ 脚立、足場板等　・　　　　　）　・設置しない

外部足場　・設置する　・設置しない

防護シート　・設置する　・設置しない

・外部足場の防護シートによる養生　（・養生シート　　・防音シート　）

（４）足場その他

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（ ※有償　・無償 ）

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（ ※有償　・無償 ）

（４）工事用水

（５）工事用電力

必要に応じて、女性用仮設便所（株式会社HINO Flower Toilet同等）を設ける。

（２）その他

（１）設計変更

設計者・監理者は，関係者相互間の意志不疎通により生じた問題では、その金銭的な責任を問われない。

標仕１～５の設計変更で、承認を受けずに施工した部分の工事費増額分は施工者の負担とする。

（１）外構の詳細等は、外構図によるもの、又は同等品で係員の承認したものとする。

（１）外構の詳細等は、外構図によるもの、又は同等品で係員の承認したものとする。

（３）現場事務所の設備

起工式、その他の祭事・式典は発注者と協議の上、決定する。

請負業者は引き渡し後、１年検査及び２年検査に立ち会う。

ａ．設計事務所指定看板　（１，８００×９００）　　　　　　　　　　　　　　　１枚

ｂ．工事看板シート（仮囲シートに取付。）

　　　・工事名称表示・設計事務所表示　（５，４００×１，８００）　　　　　各１枚

（４）祭事・式典

（５）引渡し後の検査

（６）契約用・工事用の図面の複写代は請負業者の負担とする。

（７）請負業者は監理者に確認の上、Ａ３版製本　　部、Ａ４版製本　　部を提出する。

（８）着工後、速やかに係員の指示により下記の看板を取り付ける。

（９）廃材処理

条例等に基づいて元請業者の責任において適切に処理し，報告書を提出すること。

オンライン打合せ等が行えるように、現場事務所にはWi-Fi等のインターネット環境及び

Webカメラ、スピーカー等を整備すること。

工事中に発生した廃材は全て，「建設リサイクル法」、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等関連法規・　

解体に伴う発生材の処分は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」その他関係法令等（岐阜県条例等）に従い

撤去範囲内については建物の内外に関わらず、既設設計図に記載がなく竣工後に取付けた通路庇や家具、設備

機器や設備の配管及び配線等、外構の隠蔽側溝やコンクリートガラ、マンホール等、本工事の範囲内にて処理

すること。

適切に処理を行うこと。

又、ＰＣＢ混入可能性のある電気設備や空調のフロンガス等は、関係法令に従い適切に処理を行うこと。

大気汚染防止法の一部を改正する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律等（岐阜県条例等含む）最新版の

関係法令を遵守して工事を行うこと。

石綿障害予防規則（厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署）、労働安全衛生法、大気汚染防止法、

事前の報告書以外の建材に含有が認められる場合については、関係者と協議を行い、適切に処理を行うこと。

（10）解体施工の処理

（11）建築物の解体等の作業における石綿(アスベスト）対策

アクリル樹脂系非水分散形塗料

・Ｃ　Ｌ

仕　　様

クリアラッカー塗り

下塗:ミラクボウセイ 1回塗り　上塗:クリーンマイルドフッ素 2回塗り
Ｂ

・ＮＡＤ

合成樹脂調合ペイント　JIS K5516

変性エポキシ樹脂系錆止メ　JIS K5551

鉛・クロムフリー錆止メ　JIS K5674

Ｄ

Ａ

種　別

・錆止メＢ

・錆止メＡ

略　号

塗装回数は下記の表による。塗装の種別は下記の表によるもの、又は同等品で係員の承認したものとする。

メーカー等の表示無き場合の材料は係員の承認したものとする。

・ＳＯＰ

エスケー化研
Ｂ

エスケー化研

・ＤＰ１

・ＤＰ２

超低汚染・弱溶剤形フッ素樹脂塗装（クリーンマイルドフッソ）

(室内鉄部)

(屋外鉄部)

合成樹脂系エマルジョン塗料　JIS K5663　１種（シリコン系）

・ＮＷＰ 内部木材保護塗料

外部木材保護塗料Ａ・Ｗ　Ｐ

溶剤型塩化ビニール樹脂系塗料　JIS K5581・JIS K5582・JIS K5583・Ｖ　Ｅ

・Ｕ　Ｃ ウレタン樹脂ワニス塗り

既設上塗の場合はシーラー処理を行う事

・Ｅ　Ｐ

※　鉄部については特記無きとも、錆止め２回塗下地とする。

エスケー化研
Ｂ

(室内鉄部)

・ＤＰ３ 超低汚染型NAD特殊ポリウレタン樹脂塗料（クリーンマイルドウレタン）

超低汚染・超耐久NADアクリルシリコン樹脂塗装（クリーンマイルドシリコン）

下塗:マイルドサビガード 1回塗り　上塗:クリーンマイルドシリコン 2回塗り

下塗:ＳＫマイルドボウセイ 1回塗り　上塗:クリーンマイルドウレタン 2回塗り

商品名・製作所仕　　　　様略　号

（２）材料・仕様

吹付材・塗装材の材料は下記の仕様、又は同等品で係員の承認したものとする。

・　ＧＢ-Ｒの塗装及び壁紙仕上げの目地処理は継目処理（ベベルエッジ）とする。

（１）特記事項

・　シックハウス対策（建築基準法 法第28条の2関係）に基づいた、仕上材・接着剤を用いる。

・　ＧＢ-Ｒの出隅部分には全てコーナー補強材を入れる。

製 　作 　所

可能な限り、県産材の使用に努めること。

各材料の工法は各製作所の指定するもので，係員の承認したものとする。

各材料の種類・製作所は下記のもの，又は同等品で係員の承認したものとする。

（２）材料

・　ビニル床シートは熱溶接工法とする。

・　ビニル床シート・タイルの接着剤はエポキシ樹脂系とする。

　　他方下地側に巾４００以上貼り延ばし，他方下地とビス・接着剤併用等にて堅固に固定する。

・　ＧＬ工法とＬＧＳ下地等，異なる下地の壁ＧＢ-Ｒ等が面一に連続して納まる場合，一方のＧＢ-Ｒを

　　クラックを吸収できるよう４ｍ以内ごとにスリットで見切りを設けるものとする。

・　ＧＢ-Ｒ下地に壁紙やＥＰ仕上となる場合で、連続した壁面及び天井面の長さが８ｍを超える場合は、

名　称 仕　　　　様

３ ． 土 工 事

（１）根切り

（２）埋戻し及び盛土

残土利用は，係員の承認を受けた場合のみ，可とする。

[3.2.3][表 3.2.1]

所定の根切り深さで、所要な支持力が得られない場合は、余掘りとする。

余掘りが軽微な場合は、請負額は増額しない。

種別　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

・場内処分　　・場外処分（・自由　・指定）

（３）残土処分

４ ． 地 業 工 事

（１）地盤調査の結果

係員の指示する位置［　］ヶ所で試験をする。　設計地耐力［　　］kN／㎡。

[4.2.4]（２）地盤の載荷試験

（３）杭地業

（４）砂利地業

砂利厚さ　　※60mm

適用場所　　・基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

　　　　　　・図示による（　　　　　）

（５）捨コンクリート地業

施工範囲　　・基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下

設計基準強度　※18N/mm2　　　　・　　N/mm2

スランプ　　　※15cm又は18cm

（６）床下防湿層

施工範囲　　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

（７）地盤改良工法

　　　　　　・図示による（　　　　　）

種類及び施工方法等　　　・図示による（　　　　　）

[4.6.2～ 4.6.3]

[4.6.4][6.14.1]

[4.6.2][4.6.5]

５ ． 鉄 筋 工 事

（１）鉄筋の種類、接手、定着、かぶり厚さ、配筋

（２）圧接完了後の試験

[5.2.1][表5.2.1][5.2.2][5.3.4～5]

[5.5.2～3][5.3.7]

[5.4.10]

構造設計特記仕様書及び標準仕様書、各構造図による。

構造設計特記仕様書及び標準仕様書による。

調査項目　　構造設計特記仕様書による。

構造設計特記仕様書による。

材料　　　　・ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm

（１）コンクリートの使用骨材による種類及び強度

６ ． コ ン ク リ ー ト 工 事

（２）セメント

種類

示された規定の他、水和熱が７日目で352J/g以下、かつ28日目で402J/g以下のものとする）

[6.1.3～4][6.2.1～3]

[6.2.1～4][表6.2.1～2]

[6.3.1]

（３）骨材

アルカリシリカ反応による区分　　　　※Ａ　　　・Ｂ

[6.3.1]

（４）混和材 [6.3.1]

[6.2.1][6.11.1]（５）寒中コンクリート

（６）暑中コンクリート

構造体強度補正値　※６Ｎ／mm２

[6.12.2]

適用期間　日平均気温が4℃以下と予想される期間

適用期間　日平均気温が25℃を超えると予想される期間

構造設計特記仕様書による。

構造設計特記仕様書による。

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種（普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に

目地寸法　[9.7.3]　による

間隔・位置・形状　図示による

（７）無筋コンクリート [6.14.1]

適用箇所　[6.14.1](4)(ｱ)～(ｶ)　による箇所　

（８）ひび割れ誘発目地、打継目地 [6.6.4][6.8.1]

地盤調査報告書　※あり　・無し

部材の位置及び断面寸法の許容差の標準値　[表6.2.3]　による　

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

・Ａ種　　化粧型枠コンクリート打ち放し面

・Ｂ種　　コンクリート打ち放し補修塗装面、クロス仕上面

・Ｃ種　　地下ピット等、仕上げが不要な部分

[6.2.5]（９）コンクリートの仕上り

打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）　　・２０ｍｍ

打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）　　・１０ｍｍ　・１５ｍｍ　・２０ｍｍ

[6.8.2]（10）打増し厚さ

（11）型枠 [6.8.3][表 6.8.1]

スリーブの材種　[表6.8.1]　による

地下ピット部コンクリート（ＧＬ以下）は防水セパを使用し，打継ぎ箇所は止水板をを入れて

（12）地下ピット部

（13）割付図

材料及び厚さは、構造設計特記仕様書による。

係員の承認を受ける。

コンクリート打ち放し仕上げとなる箇所は、施工前にパネル・セパの割付施工図を提出し、

水の浸透を防ぐものとする。止水板位置は係員の承諾を受ける。

必ず施工図を作成し、監督員の承認を受ける。

材料　・再生クラッシャラン（ＲＣ-４０）　・切込砂利及び切込採石

捨コンクリートの厚さ　※50mm　　　・　30mm

（１）種別・塗装回数

７ ． 塗 装 工 事

８ ． 内 装 工 事

９ ． 舗 装 工 事

１ ０ ． 植 栽 及 び 屋 上 緑 化 工 事

１ １ ． そ の 他

　岩綿吸音板

　化粧石膏ボード

　ケイ酸カルシウム板

　ジプトーン 吉野石膏

吉野石膏　ソーラトン　キューブ12クロス

ニチアス　エコラックス

２ 180

　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　２

0A 1２５ 富加 小 学 校屋 内 運動 場 空 調設 備 設置 工 事４ ２ 特 記 仕様 書 NS '26.02
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アッパープレート仕様

HTB1-M16

防球ガード(底面扉付)

HTB1-M16

防球ガード(底面扉付)

アッパープレート

[-100×50×5×7.5L-50×50×6 [-100×50×5×7.5

H-200×100×5.5×8

3-M12(中ボルト)

1-M12(中ボルト)

[-100×50×5×7.5

室内機吊り穴
[-100×50×5×7.5

L-50×50×6

GPL-6
HTB2-M16

▽下部壁面ライン

【平面図】

H200×100×5.5×8

H200×100×5.5×8

【長辺断面図】

HTB1-M16 HTB1-M16
GPL-9 GPL-9

GPL-9 GPL-9

GPL-9
HTB1-M16

GPL-9
HTB1-M16

アッパープレート

補強金具 t=2.3

5-M6
内側ナット溶接

(共通)

※ダブルナット締めとする。

※埋込み深さは躯体深さを示し、モルタル等仕上厚がある場合は加算する。

2

　尚、当たった場合は監督職員に報告し指示を受ける。

・あと施工アンカーの施工に関しては製造所施工要領及び仕様に準拠し行うこと。

　又、施工確認を行い報告書を監督職員に提出し確認を受けること。

・穿穴に先立ち鉄筋及び配管等のコンクリート内部深査（電磁波レーダー方式等）を行い施工すること。

・あと施工アンカーの不良孔については、無収縮モルタル（30Ｎ/mm 以上）にて補修すること。

・あと施工アンカー工事においては、施工管理技術者を置き、作業は技能資格者が行う。

※各設計寸法は現場確認・施工図により納まり寸法にする■吊架台 特記

使用材料

鉄骨、メッシュ ：SS400　焼付塗装 蝶番、ねじ ：SS400　焼付塗装

中ボルト ：SS400　亜鉛メッキ

高力ボルト ：S10T又はF10T

あと施工アンカーは以下により監督職員と協議の上決定する。

種別 方式 仕様 埋込深さ

カプセル方式

接着系アンカー 又は

注入方式

金属系アンカー 打込み方式

D16 (SD295) L=8d(128)

L=8d(128)M16

M16 L=5d(80)
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戸当り付両面回転施錠
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GL+0m

GL+0m
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ＵＮ－Ａ２０００Ｓ－４０ + ＵＮ片開き門扉 Ｈ２０００－４０×Ｗ１０００　又は同等品

合金めっき鉄線

（ハイテンション線）

（ハイテンション線）

合金めっき鉄線
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天端：コンクリート金こて押え

コーナー面木 コンクリート（FC21-18-25）

D13-@200SC
合板型枠コンクリート打放し 捨てコンクリート

（FC18-15-25）

▽GL(現況地盤)

D13-@200SC 砕石（RC－40）

アンカーボルト

H-150×150×7×10×8　溶融亜鉛メッキ

コンクリート（FC21-18-25）捨てコンクリート

（FC18-15-25）

砕石（RC－40）

4-M12 20d(L=240)

下部：ゴムシート t=5

▽GL(現況地盤)

▽GL(現況地盤)

捨てコンクリート

（FC18-15-25）

コーナー面木

D13-@200SC

砕石（RC－40）D13-@200SC

コンクリート（FC21-18-25）

天端：コンクリート金こて押え

H-150×150×7×10×8　溶融亜鉛メッキ

合板型枠コンクリート打放し
アンカーボルト

4-M12 20d(L=240)

下部：ゴムシート t=5

■備考

１．外装について

・主柱、門柱、枠体

　ジョイント

　押え金具

  ワイヤメッシュ

・バ　ン　ド

・Ｕ　型　金　具

・ボルト、ナット

・施錠装置、落し

２．本図門扉は片側１８０゜開きとする。

の上高耐候性樹脂粉体塗装

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっき

溶融亜鉛めっきのみ

溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性

樹脂粉体塗装

の上防錆着色処理

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっき

・・・　

・・・　

・・・　

・・・　

・・・　

■設計条件

建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に基づく風圧力に依る。

基準風速・・・３２ｍ／ｓｅｃ

地表面粗度区分・・・Ⅲ

基礎条件・・・　

設計荷重・・・　

バルク基礎　詳細図

室外機基礎　詳細図メッシュフェンス、片開き門扉詳細図

ワイヤメッシュ

ワイヤメッシュ

長期許容地耐力　１００ｋＮ／㎡

0A 6２５ 富加 小 学 校屋 内 運動 場 空 調設 備 設置 工 事４ ２ 外 構 詳細 図 図示 '26.02
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校門

体育館

プール

南舎

北舎

道路

道路

搬
出
入
口
を
示
す

道路

Ｎ

車庫

仮囲い H=1,800を示す（フェンスバリケー

ド、鋼管控え付、下部に巾木を設けること）

1、

【仮設凡例】

※工事仮囲いの詳細範囲・入退場時間・各動線等については、

　学校・監督職員と協議の上決定する

　敷地外で借りること

※工事関係車両を敷地内に駐車できない場合は、

※仮囲いの扉は鍵付きとする

※工事により損傷を与えた地盤面（舗装等）は現状回復する

　行うこと

※仮囲い外で作業を行う際は、Ａバリケード等で作業区画を

※仮設トイレを設置すること

　設置位置は学校・監督職員と協議の上決定する

※足場、仮囲い等の仮設物のかかる出入口及び窓からの

　侵入安全対策を施すこと

【注記】

駐車場

▼

WC

工事関係車Ｐ工事関係スペース

仮囲い

仮囲い

仮囲い

仮囲い

仮囲い

時は誘導員を配置し工事を行う

誘導員

搬出入経路を示す

▲

・足場組立、解体・架台搬入、設置　など

・コンクリート打設・機器搬入・機器設置

下記工程等、大型車両通行及びレッカー作業

仮設トイレ設置想定位置を示す
WC

5、

6、

搬出入口を示す3、

4、

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

0A 7２５ 富加 小 学 校屋 内 運動 場 空 調設 備 設置 工 事４ ２ 仮 設 配置 図 1/600 '26.02
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ステージ
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玄関

器具庫

倉庫１

養　生 ・下記の内部養生を必要に応じて行う

（ピアノ、備品、放送室機器、体育器具、

　暗幕類、防球ネット　等）

床養生 ・作業範囲内のアリーナ及びステージは、

　ビニールシート＋合板張りとする

・作業範囲内のその他箇所は必要に応じて

　ビニールシート張りとする

【注記】

※庇、渡り廊下屋根上の作業となる場合は、
　親綱等必要な転落防止措置を行うこと。

【仮設凡例】

1、 足場及び災害防止：低所作業足場

脚立足場程度（転落防止措置を行う）

2、

くさび緊結式足場程度（階段，安全手摺共）

外部養生（メッシュシート程度）共

※外部足場地上部全周フェンスバリケード

　H=1,800（仮囲い内を除く）

 （下部に巾木を設けること）

足場及び災害防止：仮設作業足場

内部棚足場

足場及び災害防止：仮設作業足場3、

4、

5、

脚
立

足
場

脚
立

足
場

脚
立

足
場

脚
立

足
場

脚
立

足
場

脚
立
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場

脚
立
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場
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場

H6,500程度 H6,500程度
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0
程

度
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